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1. 関連マニュアル 
 

本資料に関連するマニュアルは以下のとおりです。 

システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する機器・装置のマニュアルや取扱

説明書などを必ず入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意事項を

含め、内容を確認のうえ使用してください。 

 

Man.No. 形式 マニュアル名称 

SBCA-349 形 CJ2H-CPU6□-EIP

形 CJ2H-CPU6□ 

形 CJ2M-CPU□□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ハードウェア編 

SBCA-350 形 CJ2H-CPU6□-EIP

形 CJ2H-CPU6□ 

形 CJ2M-CPU□□ 

CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット 

ユーザーズマニュアル ソフトウェア編 

SBCE-359 形 CJ1W-NC□82 CJ シリーズ位置制御ユニット 
ユーザーズマニュアル 

SBCA-337 － CX-Programmer オペレーションマニュアル 

SCHE-763 形 E3NW-ECT 

形 E3NW-DS 

EtherCAT®デジタルセンサ通信ユニット 

 

2. 用語と定義 
 

用語 説明/定義 

位置制御ユニット サーボドライバを制御する位置制御ユニットです。 

本位置制御ユニットは、サーボドライバ制御用通信機能とリモート I/O

マスタ機能の 2 つの EtherCAT 通信機能を持ちます。 

サーボドライバ制御

用通信機能 

G5 シリーズサーボドライバ接続時、各種モニタ・設定・制御を行う機

能です。 

リモート I/O マスタ

機能 

G5 シリーズ サーボドライバ以外の対応機器を接続する場合、PLC の

I/O リフレッシュのタイミングで、接続スレーブと PLC のリレーエリア

の入出力データの更新を行います。 

スレーブ スレーブには、プロセスデータを扱うサーボドライバなどから、ビット

信号を扱う I/O ターミナルなど様々なものがあります。 

スレーブは、マスタから送信される出力データを受信し、マスタに入力

データを送信します。 

ノードアドレス EtherCAT 回線に接続されたユニットを区別するためのアドレスです。

本位置制御ユニットでは、ノードアドレスの割り当てを G5 シリーズサ

ーボドライバ用として#1～#16を使用し、#17以降をその他スレーブ（リ

モート I/O など）用とします。 

 



3．注意事項 

 

3. 注意事項 
 

(1) 実際のシステム構築に際しては、システムを構成する各機器・装置の仕様をご確認のう

え、定格・性能に対し余裕を持った使い方をし、万一故障があっても危険を最小にする

安全回路などの安全対策を講じてください。 
(2) システムを安全にご使用いただくため、システムを構成する各機器・装置のマニュアル

や取扱説明書などを入手し、「安全上のご注意」「安全上の要点」など安全に関する注意

事項を含め、内容を確認のうえ使用してください。 
(3) システムが適合すべき規格・法規または規制に関しては、お客様自身でご確認ください。 
(4) 本資料の一部または全部を、オムロン株式会社の許可なしに複写、複製、再配布するこ

とを禁じます。 
(5) 本資料の記載内容は、2013 年 5 月時点のものです。 

本資料の記載内容は、改良のため予告なく変更されることがあります。 

 

本資料で使われているマークには、次のような意味があります。 

 
 

安全上の要点 

製品を安全に使用するために実施または回避すべきことを示します。 

 

 

使用上の注意  

製品が動作不能、誤動作、または性能・機能への悪影響を予防するために実施または回避す

べきことを示します。 

 

参考  
必要に応じて読んでいただきたい項目です。 

知っておくと便利な情報や、使用するうえで参考となる内容について説明しています。 

 

図記号の説明 
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4．概要 

 

4. 概要 
 

本資料は、オムロン株式会社（以下、オムロン）製デジタルセンサ通信ユニット（形 E3NW-ECT）

を、プログラマブルコントローラ CJ シリーズ＋位置制御ユニット（以下、PLC）に接続する

手順とその確認方法をまとめたものです。 

「7.接続手順」で記載している EtherCAT 設定を通して、設定手順と設定時のポイントを理解

することにより、簡単に EtherCAT 接続することができます。 

 

 

5. 対象機器と対象ツール 
 

5.1. 対象機器 

接続の対象となる機器は以下のとおりです。 

 

メーカ 名称 形式 

オムロン CJ2 CPU ユニット 形 CJ2□-CPU□□ 

オムロン 位置制御ユニット 形 CJ1W-NC□82 

オムロン デジタルセンサ通信ユニット 形 E3NW-ECT 

オムロン 分散ユニット 形 E3NW-DS 

オムロン センサアンプユニット 
スマートファイバアンプ 
スマートレーザアンプ 
スマートレーザアンプ（CMOS アンプ）

 
形 E3NX-FA0 
形 E3NC-LA0 
形 E3NC-SA0 

 

使用上の注意  

本資料の接続手順および接続確認では、上記対象機器の中から 5.2.項に記載された形式およ

びバージョンの機器を使用しています。 

5.2 項に記載されたバージョンより前の機器は使用できません。 

上記対象機器の中から 5.2.項に記載されていない形式、あるいは 5.2.項に記載されているバ

ージョンより後の機器を使用する場合は、取扱説明書などにより仕様上の差異を確認のう

え、作業を行ってください。 

 

参考  
本資料は通信確立までの接続手順について記載したものであって、接続手順以外の操作、設

置および配線方法は記載しておりません。機器の機能や動作に関しても記載しておりませ

ん。取扱説明書を参照するか、オムロンまでお問い合わせください。 
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5．対象機器と対象ツール 

 

5.2. デバイス構成 

本資料の接続手順を再現するための構成機器は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形 E3NW-ECT + 形 E3NW-DS + 形 CJ2M-CPU12 + 

 

USB ケーブル 

パソコン（CX-One、 形 CJ1W-NCF82 

インストール済み、 
OS：Windows 7） 

Ethernet ケーブル 

DS-Bus 通信ケーブル 

形 E3NX-FA0 形 E3NX-FA0 

 

メーカ 名称 形式 バージョン

オムロン 位置制御ユニット 形 CJ1W-NCF82 Ver.1.3 

オムロン CPU ユニット 形 CJ2M-CPU12 Ver.2.0 

オムロン 電源ユニット 形 CJ1W-PA202  

オムロン CX-One 形 CXONE-AL□□C-V4 
/AL□□D-V4 

Ver.4.□□ 

オムロン CX-Programmer （CX-One に同梱） Ver.9.43 

－ パソコン(OS：Windows 7) －  

－ USB ケーブル －  

オムロン Ethernet ケーブル（産業用イー

サネットコネクタ付きケーブ

ル） 

形 XS5W-T421-□M□-K  

オムロン デジタルセンサ通信ユニット 形 E3NW-ECT Ver.1.0 

オムロン 分散ユニット 形 E3NW-DS Ver.1.0 

オムロン ファイバセンサアンプ 形 E3NX-FA0 Ver.1.0 

－ DS-Bus 通信ケーブル －  

 

使用上の注意  

EtherCAT 通信を、他の Ethernet 通信の回線と共有しないでください。 

PLC と相手機器は Ethernet ケーブルで直接接続してください。 

Ethernet ケーブルには、カテゴリ 5 以上でアルミテープと編組で二重遮へいされたケーブル

と、カテゴリ 5 以上でシールド対応のコネクタを使用してください。 

 

使用上の注意  

CX-Programmer は、本項記載のバージョン以降に、オートアップデートしてください。 

なお、本項記載のバージョン以外を使用すると、7 章以降の手順に差異があることがありま

す。その場合は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)を参照して、

手順と同等の処理を行ってください。 
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5．対象機器と対象ツール 

 

参考  
Ethernet ケーブルの仕様やネットワークの配線については、「CJ シリーズ位置制御ユニット

ユーザーズマニュアル」(SBCE-359)の「3-4 配線」を参照してください。 

 

参考  
本資料では PLC との接続に USB を使用します。USB ドライバのインストールについては、

「CJ シリーズ CJ2 CPU ユニット ユーザーズマニュアル ハードウェア編」(SBCA-349)の

「付-5 USB ドライバのインストール」を参照してください。 

 

参考  
ユニット間ネットワーク DS-Bus の詳細は、「EtherCAT®デジタルセンサ通信ユニット ユー

ザーズマニュアル」(SCHE-763)の「A-2 分散ユニットの使用方法」を参照してください。
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6．EtherCAT の設定内容 

 

6. EtherCAT の設定内容 
 

本章では、デジタルセンサ通信ユニットと PLC を EtherCAT 接続するための設定について記

載します。 

 

 

6.1. EtherCAT通信設定 

PLC（位置制御ユニット）とデジタルセンサ通信ユニットとの通信を行うための設定内容は、

以下になります。 

 

6.1.1. EtherCAT通信設定内容 
EtherCAT 通信を行うための設定内容は、以下になります。 

 PLC（位置制御ユニット） デジタルセンサ通信ユニット

ユニット番号 0 － 

ノードアドレス － 017 

 

参考  
形 CJ1W-NC□82 において、G5 シリーズサーボドライバ以外の EtherCAT 対応機器を接続

する場合、ノードアドレスは「17」以降に設定されます。 

 

6.2. DS-Bus通信設定 

デジタルセンサ通信ユニットと分散ユニットとの通信を行うための設定内容は、以下になり

ます。 

 

6.2.1. DS-Bus通信設定内容 
ユニット間ネットワーク DS-Bus 通信を行うための設定内容は、以下になります。 

 分散ユニット 

ユニットアドレス 1 

終端設定 ON 

※センサ No はデジタルセンサ通信ユニットおよび分散ユニット電源投入後、自動的に割り付

けられます。 

本資料では、デジタル通信ユニットおよび分散ユニットにファイバセンサアンプを各 1 台装

着します。デジタルセンサ通信ユニット側のファイバセンサアンプにはセンサ No.1、分散

ユニット側のファイバセンサアンプにはセンサ No.2 が割り付けられます。 

 

参考  
ユニット間ネットワーク DS-Bus の詳細は、「EtherCAT®デジタルセンサ通信ユニット ユー

ザーズマニュアル」(SCHE-763)の「A-2 分散ユニットの使用方法」を参照してください。
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6．EtherCAT の設定内容 

 

6.2.2. ケーブル配線図 
ケーブル配線の詳細については「EtherCAT®デジタルセンサ通信ユニット ユーザーズマニ

ュアル」(SCHE-763)の「A-2-3 DS-Bus ネットワークの敷設」を参照してください。ケーブ

ルを作成する場合は、コネクタ形状および信号線（ピンアサイン）を確認してください。 

 

■コネクタ形状および信号線（ピンアサイン） 

＜オムロン 形 E3NW-ECT＞ 適合コネクタ：端子台コネクタ 
ピン番号 名称 内容 I/O 

1 D＋ D＋端子 入出力 

2 D－ D－端子 入出力 

    

     

＜オムロン 形 E3NW-DS＞ 適合コネクタ：端子台コネクタ 
ピン番号 名称 内容 I/O 

1 ＋ ＋V 端子 － 

2 － －V 端子 － 

3 D＋ D＋端子 入出力 

4 D－ D－端子 入出力 

     

 

■ケーブル／ピン配線図 

デジタルセンサ通信 
ユニット（形 E3NW-ECT） 

 分散ユニット 
（形 E3NW-DS） 

信号名 ピン No.  ピン No. 信号名 

D＋ 1  1 ＋ 

DS-Bus 

D－ 2  2 － 
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    3 D＋ 

    4 D－ 

DS-Bus 

端子台コネクタ  端子台コネクタ 

 

参考  
推奨のケーブルおよび棒端子の詳細は、「EtherCAT®デジタルセンサ通信ユニット ユーザー

ズマニュアル」(SCHE-763)の「A-2-3 DS-Bus ネットワークの敷設」を参照してください。



6．EtherCAT の設定内容 
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6.3. I/Oメモリエリアの割付 

デジタルセンサ通信ユニットの PLC 上での I/O 割付は以下になります。 

 

 入力エリア 
3900CH 

 
3904CH 

（デジタルセンサ通信

ユニット→PLC） 
10 バイト 

 

■出力エリア詳細 

出力エリアの割付はありません。 

 

■入力エリア詳細 

アドレス ビット 機能名称 内容 

3900CH 15～0 
Read input 
1st word 

センサ No1 センサ入力 1 
センサ No1 センサ入力 2 
・・・・ 
センサ No8 センサ入力 1 
センサ No8 センサ入力 2 

3901CH 15～0 
Read input 
2st word 

センサNo9 センサ入力1 
センサNo9 センサ入力2 
・・・・ 
センサNo16 センサ入力1 
センサNo16 センサ入力2 

7～0 Sensor Status bits センサステータス 
3902CH 

15～8 センサ台数設定（電源立ち上げ時登録） 
7～0 

Connecting 
Sensor bits センサ台数（ダミー含む） 

3903CH 
15～8 ワーニング ステータス（センサ No1～8） 
7～0 

Sensor Status 
16bit ワーニング ステータス（センサ No9～16） 

3904CH 
15～8 Reserve 予約領域 

 

・Read input 1st word 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

3900CH センサ  8 センサ  7 センサ  6 センサ  5 センサ  4 センサ  3 センサ  2 センサ  1

IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1

・Read input 2st word 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

3901CH センサ 16 センサ 15 センサ 14 センサ 13 センサ 12 センサ 11 センサ 10 センサ  9

IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1 IN2 IN1

・Sensor Status bits 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

3902CH （センサ台数設定） 0 0 0 0 0 0 S_ERRBUSY

・Sensor Status(Warning Status) 16bit 
 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

3903CH センサ No 

7 6 5 4 3 2 1 0
（センサ台数） 

3904CH センサ No 
（予約領域） 

15 14 13 12 11 10 9 8



6．EtherCAT の設定内容 

 

参考  
リモート I/O リレーエリアの先頭チャネルの出荷時設定は、出力エリアが CIO3800CH で 

入力エリアが CIO3900CH です。 

リモート I/O リレーエリアのチャネル割付を変更する場合は「CJ シリーズ位置制御ユニッ

ト ユーザーズマニュアル」(SBCE-359)の「6-3 共通パラメータ」を参照してください。 

 

参考  
デジタルセンサ通信ユニットの PDO マッピングの詳細は、「EtherCAT®デジタルセンサ通信

ユニット ユーザーズマニュアル」(SCHE-763)の「5-4-4 PDO マッピング」を参照してく

ださい。 
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7．接続手順 
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7. 接続手順 
 

本章では、PLC とデジタルセンサ通信ユニットを EtherCAT 接続する手順について記載しま

す。 

また本資料では、PLC およびデジタルセンサ通信ユニットが工場出荷時の初期設定状態であ

ることを前提として説明します。機器の初期化については「8.初期化方法」を参照してくだ

さい。 

 

7.1. 作業の流れ 

EtherCAT の I/O メモリエリアを接続設定する手順は以下のとおりです。 

 

7.2.デジタルセンサ通信ユニットの設定 デジタルセンサ通信ユニットと分散ユニットの設定

を行います。 
▼  

 7.2.1.ハード設定 デジタルセンサ通信ユニットと分散ユニットのハー

ドスイッチを設定します。 

▽  

7.3.PLC の設定 PLC の設定を行います。 

▼  

 7.3.1.ハード設定 位置制御ユニットのハードスイッチを設定します。

▼  

 7.3.2.CX-Programmerの起動とPLCオ

ンライン接続 
CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続

します。 

▼  

 7.3.3.I/O テーブルの作成 PLC の I/O テーブルを作成します。 

▼  

 7.3.4. ネットワーク構成の作成と転送 ネットワーク設定を行い、設定を転送します。 

▽  

7.4.EtherCAT 通信の確認 EtherCAT 通信が正しく実行されていることを確認

します。 

▼  

 7.4.1.接続状態の確認 EtherCAT の接続状態を確認します。 

▼  

 7.4.2.データ送受信の確認 正しいデータが送受信されていることを確認しま

す。 

 



7．接続手順 

 

7.2. デジタルセンサ通信ユニットの設定 

デジタルセンサ通信ユニットの設定を行います。 

 

7.2.1. ハード設定 
デジタルセンサ通信ユニットのハードスイッチの設定を行います。 

 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 デジタルセンサ通信ユニットの

電源が OFF状態であることを確

認します。 

 

※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 デジタルセンサ通信ユニットと

ファイバセンサアンプを接続

し、保護用キャップを装着しま

す。 

デジタルセンサ通信ユニットの

ハードスイッチの位置を、右図

をもとに確認します。 

 

3 ノードアドレス設定スイッチを

次のように設定します。 

×100：「0」 

×10：「1」 

×1：「7」 

 

※ノードアドレスは「017」に設

定します。 

 

デジタルセンサ通信ユニット

ファイバセンサアンプ 

保護用キャップ 

ノードアドレス設定スイッチ

ノードアドレス設定(x10)

ノードアドレス設定(x1)

ノードアドレス設定(x100)
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7．接続手順 

4 分散ユニットとファイバセンサ

アンプを接続し、保護用キャッ

プを装着します。 

分散ユニットのハードスイッチ

の位置を、右図をもとに確認し

ます。 

 

5 終端設定スイッチを「ON」に設

定します。 

 
ユニット間ネットワーク「DS-Bus」での通信終端抵抗の[ON][OFF] を設定し

ます。 
DS-Bus ネットワークの終端となる分散ユニットのみ DS-Bus 終端設定スイ

ッチは[ON]、それ以外の分散ユニットのスイッチは[OFF] に設定してくださ

い。 

6 ユニットアドレス設定スイッチ

を「1」に設定します。 

 

※ユニットアドレスは「1」に設

定します。 

 

ユニット間ネットワーク「DS-Bus」での、形 E3NW-DS のユニットアドレ

ス（10 進数）を設定します。 
設定範囲は 1 ～ 8 です。（出荷時設定：1） 
センサ通信ユニットに分散ユニットを複数台接続される場合は、各分散ユニ

ットのアドレスを 1 から連番になるように設定してください。 

7 デジタルセンサ通信ユニットと

分散ユニットを DS-Bus 通信ケ

ーブルで接続します。 

 

※DS-Bus の配線は「6.2.2.ケー

ブル配線図」を参照してくだ

さい。 

           

8 Ethernet ケーブルを[CN IN]コネ

クタに接続します。 

電源を投入します。 

 

電源投入後ファイバセンサは以

下のように割り付けられます。 

デジタルセンサ通信ユニット： 

センサ No.1 

分散ユニット：センサ No.2 

 

分散ユニット

ファイバセンサアンプ 

終端設定スイッチ 

ユニットアドレス設定スイッチ

DS-Bus 
電源 

電源 

保護用キャップ 

通信ケーブル 

[CN IN]コネクタ
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7．接続手順 

 

7.3. PLCの設定 

PLC の設定を行います。 

 

7.3.1. ハード設定 
位置制御ユニットのハードスイッチを設定します。 

 

使用上の注意  

電源 OFF 状態で設定してください。 

 

1 PLCの電源がOFF状態であるこ

とを確認します。 

 

※電源 ON 状態だと、以降の操

作において手順どおりに進め

ることができない場合があり

ます。 

 

2 位置制御ユニット前面のハード

スイッチの位置を、右図をもと

に確認します。 

 

3 ユニット番号設定スイッチを

「0」に設定します。 

 

4 PLC の各ユニットを、電源ユニ

ット、CPU ユニット、位置制御

ユニット、エンドカバーの順に

接続します。 

位置制御ユニットに、Ethernet

ケーブルを、CPU ユニットに

USB ケーブルを接続します。 

接続後、PLC の電源を投入しま

す。 
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7．接続手順 

 

7.3.2. CX-Programmerの起動とPLCオンライン接続 
CX-Programmer を起動し、PLC とオンライン接続します。 

CX-One と USB ドライバをあらかじめパソコンにインストールしてください。 

 

1 CX-Programmer を起動します。

 

2 メニューバーから[PLC]－［自動

オンライン接続］－［直接接続］

を選択します。 

3 ［直接接続］ダイアログが表示

されますので、「接続形式」の

「USB 接続」にチェックを入れ、

［接続］をクリックします。 

4 右図のダイアログが表示されま

すので、内容を確認し、［いいえ］

をクリックします。 
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7．接続手順 

5 右図のダイアログが表示され、

自動接続が実行されます。 

 

6 オンライン接続状態になったこ

とを確認します。 

 

※「 アイコン」が押された（凹

（へこ）んだ）状態であれば、

オンライン接続状態です。 

 

 

 

参考  
PLC とオンライン接続ができない場合は、ケーブルの接続状態等を確認してください。 

あるいは、手順 2 に戻って、設定内容を確認して各手順を再実行してください。 

詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の「第 6 章 PLC

との接続」を参照してください。 

 

参考  
以降の手順で説明している各種ダイアログは CX-Programmer の環境設定によっては表示さ

れない場合があります。 

環境設定の詳細については、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」(SBCA-337)の

「3-4 CX-Programmer の環境設定（［ツール］｜［オプション］）」から、 

「■[PLC]タブの設定」を参照してください。 

本資料では、「PLC に影響する操作はすべて確認をする」の項目がチェックされている状態

を前提に説明します。 
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7．接続手順 

 
7.3.3. I/Oテーブルの作成 

PLC の I/O テーブルを作成します。 
 

 16

1 PLC の動作モードが「運転モー

ド」あるいは「モニタモード」

になっている場合は、以下の①

～③の手順にて「プログラムモ

ード」に変更します。 
 
①CX-Programmer のメニュー

バーから[PLC]－［動作モー

ド］－［プログラム］を選択

します。 
 
②右図のダイアログが表示され

ますので、問題がないことを

確認し、［はい］をクリックし

ます。 
 
※ダイアログ表示に関する設定

については

「7.3.2.CX-Programmer の起

動と PLC オンライン接続」の

「参考」を参照してください。
 
③CX-Programmer のプロジェ

クトワークスペースにある、

PLC 機種右側の表示（右図参

照）が「プログラムモード」

になっていることを確認しま

す。 

 

 

 

（プロジェクトワークスペース） 

2 CX-Programmer のメニューバ

ーから[PLC]－［PLC 情報］－

［I/O テーブル・ユニット設定］

を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

［PLC の I/O テーブル］ウィン

ドウが表示されます。 

 

 



7．接続手順 

3 I/O テーブルウィンドウのメニ

ューバーから［オプション］－

［I/O テーブル作成］を選択しま

す。 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。

 

 

 

 

 

 

右図のダイアログが表示されま

すので、問題がないことを確認

し、［はい］をクリックします。
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7．接続手順 

4 ［転送［PLC→パソコン］］ダイ

アログが表示されますので、［I/O

テーブル］と［高機能ユニット

設定データ］にチェックを入れ、

［転送］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転送が完了すると［転送結果］

ダイアログが表示されます。 

ダイアログ中のメッセージを確

認し、転送に失敗していないこ

とを確認します。 

 

右図のとおり、 

「転送成功：1 ユニット」 

「転送失敗：0 ユニット」 

と表示が出ていれば、I/O テーブ

ルの作成は正常終了していま

す。 

 

[OK]をクリックします。 

 
 

 
 

 

使用上の注意  

以降の手順を実施する前に、Ethernet ケーブルが接続されていることを確認ください。 

接続されていない場合、各機器の電源を OFF にしてから Ethernet ケーブルを接続してくだ

さい。 
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7．接続手順 

 

7.3.4. ネットワーク構成の作成と転送 
ネットワーク設定を行い、設定を転送します。 

 

1 ［PLC の I/O テーブル］ウィンド

ウの［[0000]CPU ラック］をダブ

ルクリックして、ツリーを開きま

す。 

2 ［00[1500]CJ1W-NCF82］を右ク

リックし、［高機能ユニット設定の

編集］を選択します。 

3 ［ネットワーク自動セットアッ

プ］ダイアログが表示されるので、

問題がないことを確認し、[OK]を
クリックします。 
 
※ダイアログが表示されない場合

は、「NC データ設定画面」のメ

ニューバーから［ネットワーク］

－［ネットワーク自動セットア

ップ］を選択してください。 
 
※その他の［モニタ］ダイアログ

などが表示された場合は、ダイ

アログを閉じてください。 
 

（NC データ設定画面） 

パラメータ 
設定ビュー 

ツリー 
ビュー 

［ネットワーク自動セットアップ］

ダイアログ 

 

参考  
形 CJ1W-NC□82 において、G5 シリーズサーボドライバ以外の EtherCAT 対応機器を接続

する場合、ノードアドレスは「17」以降に、設定したアドレスの順番で割り付けられます。
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7．接続手順 

4 右図のダイアログが表示されます

ので、「固定割付」をチェックして、

［OK］をクリックします。 
 

5 ネットワーク構成が自動でセット

アップされるのでノードアドレス

「17」に、「E3NW-ECT 
Communication Unit for Digital 
Type Sensor 60 inputs」が設定さ

れていることを確認して、[OK]を
クリックします。 
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7．接続手順 

6 右図のダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

[OK]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※確認用のダイアログが表示され

た場合は、問題がないことを確

認し、[OK]をクリックしてくだ

さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されます

ので、問題がないことを確認し、

[OK]をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
右図のダイアログが表示されます

ので、内容を確認し、[OK]をクリ

ックします。 
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7．接続手順 

7 「NC データ設定画面」が表示され

ますので、画面左のツリービュー

の［ネットワーク設定］を選択し

ます。 
［#17_新規スレーブ[E3NW-ECT 
Communication Unit for Digital 
Type Sensor 60 inputs(V1.0)]］が、

追加されたことを確認します。 
 
※型式やバージョンは、ご使用の

機器により変更になっているこ

とがございます。 
 

8 「NC データ設定画面」の右にある

パラメータ設定ビューで［リモー

ト I/O 入出力リレー割付一覧］の

タブをクリックします。 
ノードアドレス[#17]が表示され、

入出力リレーが次のようになって

いることを確認します。 
 
・入力オフセット：0 
・入力アドレス：3900 
・入力サイズ：10 Byte 
・出力オフセット：- 
・出力アドレス：- 
・出力サイズ：0 Byte 
 

 

9 メニューバーから［ネットワーク］

－［ネットワーク照合］を選択し

ます。 

10 ネットワーク照合結果のダイアロ

グで［一致］と表示することを確

認し、[OK]をクリックします。 
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7．接続手順 

 

7.4. EtherCAT通信の確認 

EtherCAT 通信が正しく実行されていることを確認します。 

 

7.4.1. 接続状態の確認 
EtherCAT の接続状態を確認します。 

 

1 EtherCAT 通信が正常に行われてい

ることを位置制御ユニットの LED

で確認します。 

正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 

[RUN]：緑点灯 

[ERC]：消灯 

[ERH]：消灯 

 

[ECAT RUN]：緑点灯 

[ECAT ERR]：消灯 

[L/A]：フリッカリング 

 

EtherCAT 通信が正常通信中の 7 セ

グ LED 状態は以下のとおりです。 

7 セグメント LED：[00]点灯 

（EtherCAT 通信中）

 

 

LED の各点滅状態のタイミングは、

右のとおりです。 

 

（位置制御ユニット上部） 

 

 
（位置制御ユニット下部） 
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7．接続手順 

2 デジタルセンサ通信ユニットの

LED を確認します。 

 

正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 

[PWR]：緑点灯 

[L/A IN]：フリッカリング 

[L/A OUT]：消灯（終端スレーブ）

[RUN]：緑点灯 

[ERR]：消灯 

[SS]：緑点灯 

 

 
（デジタルセンサ通信ユニット） 
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7．接続手順 

3 分散ユニットの LED を確認します。

 

正常時の LED 状態は以下のとおり

です。 

[RUN]：緑点灯 

[SS]：緑点灯 

 

 
（分散ユニット） 

 

参考  
位置制御ユニットのエラー発生時の詳細は、「CJ シリーズ位置制御ユニット ユーザーズマ

ニュアル」(SBCE-359)の「第 13 章 トラブルシューティング」を参照してください。 

 

参考  
デジタルセンサ通信ユニットおよび分散ユニットのエラー発生時の詳細は、「EtherCAT®デジ

タルセンサ通信ユニット ユーザーズマニュアル」(SCHE-763)の「第 8 章 異常時の処置

とメンテナンス」を参照してください。 
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7．接続手順 

 

7.4.2. データ送受信の確認 
正しいデータが送受信されていることを確認します。 

 

 

 
ラダーセクションウィンドウで導通／現在値モニタを行う場合、またはウォッ

チウィンドウにて現在値モニタを行う場合、十分に安全を確認してから操作を

行ってください。 

ショートカットキーの誤操作によって、強制セット／リセット、またはセット

／リセットを行うと、CPU ユニットの動作モードにかかわらず、出力ユニット

に接続された機器が誤動作する恐れがあります。 

 

1 PLC の動作モードが、［プログラム

モード］であることを確認します。

 

※プログラムモードでない場合は、

「7.3.3.I/O テーブルの作成」の手

順 1 を参考に、プログラムモード

にしてください。 

 

 

 

2 メニューバーから[PLC]－［PLC 情

報］－［PLC メモリ］を選択します。
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7．接続手順 

3 表示された PLC メモリウィンドウ

のリストから、[CIO]をダブルクリッ

クします。 

 

4 メニューバーから［表示］－［表示］

－[HEX]を選択します。 

 

5 メニューバーから［オンライン］－

［モニタ］を選択します。 

 

6 ［メモリエリアのモニタ］ダイアロ

グが表示されます。 
[CIO]にチェックを入れて、［モニタ］

をクリックします。 
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7．接続手順 

7 ファイバセンサの表示内容を確認し

ます。 
 
右図の LED 状態は以下のとおりで

す。 

 

センサ No.1 の出力 

IN2[2]：橙点灯（ON している。）

IN1[1]：橙点灯（ON している。）

 
※デジタルセンサ通信ユニットに接

続しているファイバセンサアンプ

の出力です。 
 
 

センサ No.2 の出力 

IN2[2]：橙点灯（ON している。）

IN1[1]：橙点灯（ON している。）

 
※分散ユニットに接続しているファ

イバセンサアンプの出力です。 
 

 

 

 

（デジタルセンサ通信ユニットとファイバセンサア

ンプ（センサ No.1）） 

 

 
（分散ユニットとファイバセンサアンプユニット（セ

ンサ No.2）） 

8 [CIO]ウィンドウの［先頭チャネル］

に「3900」を入力します。 
先頭チャネルが[3900]に変わったこ

とを確認します。 
 
右図の例では、以下の内容を表しま

す。 
[CIO3900]：000F（センサ 1、2の IN1、

IN2 が ON している。）

[CIO3902]：0200（BUSY:OFF、
S_ERR:OFF、センサ接

続台数設定:2） 
[CIO3903]：0002（センサ接続台

数:2） 

ファイバセンサアンプ 

デジタルセンサ通信ユニット

分散ユニット 

IN2 IN1

IN2 IN1

ファイバセンサアンプ 
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8．初期化方法 

 

8. 初期化方法 
 

本資料では、工場出荷時の初期設定状態であることを前提としています。 

初期設定状態から変更された機器を利用される場合には、各種設定が手順どおりに進めるこ

とができない場合があります。 

 

8.1. PLCの初期化 

PLC の初期化を行うためには、CPU ユニットの初期化と位置制御ユニットの初期化が必要に

なります。初期化前に PLC をプログラムモードにしてください。 

 

8.1.1. 位置制御ユニット 
①CX-Programmer のメニューバーから[PLC]－［PLC 情報］－［I/O テーブル・ユニット設

定］を選択します。 

［PLC の I/O テーブル］ウィンドウから、位置制御ユニットを選択し、マウスの右ボタンを

クリックし、メニューから［高機能ユニット設定の編集］を選択します。 

 

②［NC データ設定画面］ダイアログが表示されますので、メニューから［NC ユニット］－

［メモリ初期化］をクリックします。 
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8．初期化方法 

 

 

8.1.2. CPUユニット 
CPU ユニットの設定を初期設定状態に戻すためには、CX-Programmer のメニューバーか

ら[PLC]－［メモリオールクリア］を選択します。［メモリオールクリア確認］ダイアログ

で、［初期化を実行する］を選択し、[OK]をクリックします。 
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9．改訂履歴 
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9. 改訂履歴 
 

改訂記号 改訂年月日 改訂理由・改訂ページ 

A 2013 年 4 月 10 日 初版 

B 2013 年 5 月 22 日 誤記修正 
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本誌に記載の標準価格には消費税が含まれておりません。 
本誌に記載されているアプリケーション事例は参考用ですので、ご採用に際しては機器･装置の機能や安全性を
ご確認の上、ご使用ください。 
本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御･鉄道･航空･車両･燃焼装置･医療機器･娯楽機械･
安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求される用途に使用される際には、
当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。 
本製品の内、外国為替及び外国貿易法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）に該当するものを輸出（又は
非居住者に提供）する場合は同法に基づく輸出許可、承認（又は役務取引許可）が必要です。 
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